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書 

評妖
怪
た
ち
は
加
速
す
る

　
―
怪
異
・
妖
怪
研
究
文
献
紹
介
　
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
―

飯 

倉　

義 

之

　

第
二
次
都
市
伝
説
ブ
ー
ム
、
第
三
次
妖
怪
ブ
ー

ム
な
ど
と
言
わ
れ
て
久
し
い
時
間
が
経
過
し
た
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
妖
怪
・
心
霊
・

オ
カ
ル
ト
分
野
へ
の
興
味
は
失
速
す
る
こ
と
な

く
、
怪
異
・
妖
怪
を
主
題
と
す
る
研
究
成
果
や
、

そ
れ
ら
を
題
材
に
し
た
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ベ

ン
ト
、
ア
ニ
メ
、
映
画
な
ど
の
創
造
物
は
、
数
を

減
ら
す
こ
と
な
く
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
。
怪

異
・
妖
怪
と
い
う
〈
コ
ン
テ
ン
ツ
〉
は
、「
ブ
ー

ム
」
と
し
て
祀
り
上
げ
ら
れ
、
祀
り
捨
て
ら
れ
る

状
態
を
乗
り
越
え
て
、「
ジ
ャ
ン
ル
」
と
し
て
定

着
し
た
か
に
思
え
る
。
そ
う
し
た
怪
異
・
妖
怪
へ

の
関
心
が
単
な
る
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら
ず
継
続
し

て
い
る
背
景
に
は
、
人
文
科
学
に
お
け
る
怪
異
・

妖
怪
研
究
が
屋
台
骨
と
な
っ
て
、
読
者
・
視
聴
者

の
知
的
好
奇
心
を
支
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

　

か
つ
て
本
誌
に
お
い
て
、
都
市
伝
説
を
め
ぐ
る

社
会
情
勢
と
研
究
状
況
に
つ
い
て
一
応
の
整
理

を
し
た
（
１
）。

本
稿
で
は
怪
異
・
妖
怪
研
究
の
現
状
を

整
理
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
今
回
主
と
し
て
紹

介
す
る
図
書
に
は
発
行
元
、
刊
行
年
月
、
本
体
価

格
を
記
し
た
。
そ
れ
以
外
の
図
書
は
発
行
元
と
刊

行
年
の
み
と
し
た
。

一　

妖
怪
天
国
ニ
ッ
ポ
ン
！

　
　

―
『
図
説　

妖
怪
画
の
系
譜
』―

　

二
〇
〇
九
年
秋
の
民
主
党
の
劇
的
な
勝
利
で

あ
ら
ゆ
る
政
策
が
大
き
く
転
換
し
た
。
自
由
民
主

党
が
掲
げ
て
い
た
政
策
が
い
く
つ
も
中
止
、
も
し

く
は
凍
結
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
世
の

中
の
耳
目
を
集
め
た
構
想
は
、「
ア
ニ
メ
の
殿
堂
」

と
名
づ
け
ら
れ
「
国
営
マ
ン
ガ
喫
茶
」
と
批
判
さ

れ
た
「
国
立
メ
デ
ィ
ア
芸
術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
っ
た
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
、
と
り
わ
け
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
は
、
強
い
国
際
競
争
力
を
期
待
さ

れ
る
産
業
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
時
勢
を
反
映
し
て
か
、
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
と
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
共
催
し
た
特
別
展
「
妖
怪
天
国
ニ
ッ
ポ
ン
！

―
絵
巻
か
ら
マ
ン
ガ
ま
で
―
」
が
、
二
〇
〇
九

年
春
に
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
で
、
夏
に
は
京
都

国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
同

展
の
ポ
ス
タ
ー
に
「
妖
怪
は
江
戸
時
代
か
ら
マ
ン

ガ
だ
っ
た
！！
」
と
あ
る
。
そ
の
ア
オ
リ
ど
お
り
に

同
展
は
、
現
在
の
妖
怪
マ
ン
ガ
の
淵
源
を
江
戸
時

代
の
妖
怪
画
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
通
俗
的
な

妖
怪
像
・
妖
怪
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
変
遷
を
、
豊

富
な
図
像
資
料
を
駆
使
し
て
提
示
す
る
。

　

両
館
・
編
『
図
説　

妖
怪
画
の
系
譜
』（
河
出

書
房
新
社
［
ふ
く
ろ
う
の
本
］、
二
〇
〇
九
年
四

月
、
一
八
九
〇
円
）
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
同

展
の
図
録
に
は
、「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
を
は
じ
め

と
す
る
妖
怪
絵
巻
を
端
緒
と
し
て
、
妖
怪
を
主
題

と
す
る
浮
世
絵
、
鳥
山
石
燕
『
画
図
百
鬼
夜
行
』

な
ど
の
江
戸
の
妖
怪
図
鑑
、
妖
怪
を
パ
ロ
デ
ィ
に
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し
た
黄
表
紙
・
合
巻
、
め
ん
こ
・
双
六
な
ど
の

「
お
も
ち
ゃ
絵
」
な
ど
で
形
成
さ
れ
、
昭
和
の
紙

芝
居
と
貸
本
の
妖
怪
た
ち
を
経
て
、
水
木
し
げ
る

が
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』
等
の
作
品
を
通
じ
て
確

立
し
た
、
現
在
の
「
妖
怪
マ
ン
ガ
」
へ
と
至
る
妖

怪
画
の
系
譜
が
丁
寧
に
辿
ら
れ
て
い
る
。

　

同
展
で
は
、
現
在
の
妖
怪
マ
ン
ガ
文
化
を
、
同

展
の
中
心
人
物
で
あ
る
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

学
芸
員
の
香
川
雅
信
が
、
そ
の
著
書
『
江
戸
の
妖

怪
革
命
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で

描
き
出
し
た
江
戸
文
化
に
お
け
る
妖
怪
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
（
＝
江
戸
の
妖
怪
革
命
）
の
先
に
据

え
る
こ
と
で
、
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
の
系
譜

を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
怪

異
・
妖
怪
の
表
わ
さ
れ
方
の
変
遷
は
、
口
承
文
芸

に
お
け
る
怪
異
・
妖
怪
の
語
ら
れ
方
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
は
ず
だ
。

二　

妖
怪
研
究
、
西
へ

　
　

― 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
東
ア

ジ
ア
恠
異
学
会
―

　

博
物
館
に
お
け
る
妖
怪
企
画
展
は
、
川
崎
市
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
一
九
九
三
年
に
「
妖
怪
展
―

現
代
に
蘇
る
百
鬼
夜
行
」
で
先
鞭
を
つ
け
た
も
の

で
あ
る
が
、
以
来
毎
夏
の
恒
例
行
事
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
二
〇
〇
九
年
夏
に
も
、
青
森
県
立
郷
土
館

で
は
特
別
展
「
妖
怪
展
―
神
・
も
の
の
け
・
祈

り
―
」
が
開
催
さ
れ
、
展
示
さ
れ
た
郷
土
の
妖

怪
資
料
が
話
題
を
呼
ん
だ
（
２
）。

同
じ
時
期
に
、
独
立

行
政
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
に
属
す
る
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共
同
し
、
連
携

展
示
「
百
鬼
夜
行
の
世
界
」
を
開
催
、
百
鬼
夜

行
絵
巻
の
展
示
や
講
演
会
を
行
っ
た
。
同
展
の

図
録
は
『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』（
角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
。

　

同
展
の
主
催
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
京
都

の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
日

文
研
）
は
、
現
在
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
の
中
心

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
日
文
研
の
怪
異
・
妖
怪

研
究
は
小
松
和
彦
の
共
同
研
究
を
軸
と
し
て
い

る
。
小
松
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
民
俗
学
研
究
誌

や
都
道
府
県
史
、『
日
本
随
筆
大
成
』
等
か
ら
怪

異
・
妖
怪
資
料
を
収
録
し
た
「
怪
異
・
妖
怪
伝

承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://w

w
w

.nichibun.

ac.jp/Y
oukaiD

B/index.htm
l

）
を
二
〇
〇
二

年
に
公
開
、
共
同
研
究
報
告
書
と
し
て
『
日

本
妖
怪
学
大
全
』（
小
松
和
彦
編
著
、
小
学
館
、

二
〇
〇
三
年
）、『
日
本
人
の
異
界
観
』（
同
、
せ

り
か
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、『
妖
怪
文
化
研
究
の

最
前
線
』（
同
、
二
〇
〇
九
年
）
を
刊
行
、
さ
ら

に
二
〇
一
〇
年
に
は
「
怪
異
・
妖
怪
画
像
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
のW

eb

公
開
を
予
定
す
る
な
ど
、
多

く
の
研
究
者
の
参
加
を
得
て
活
発
な
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

共
同
研
究
参
加
者
も
個
々
に
刺
激
的
な
著
作

を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
参
加
者
の
一

人
、
佐
々
木
高
弘
は
『
怪
異
の
風
景
学
―
妖
怪

文
化
の
民
俗
地
理
―
』（
古
今
書
院
、
二
〇
〇
九

年
四
月
、
二
九
四
〇
円
）
を
ま
と
め
た
。
佐
々
木

は
人
文
地
理
学
の
手
法
を
用
い
て
、
怪
異
が
起
こ

る
と
さ
れ
る
場
所
に
は
、
そ
の
怪
異
を
見
る
人
た

ち
が
合
意
す
る
特
定
の
「
場
所
の
セ
ン
ス
」、
す

な
わ
ち
歴
史
的
・
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た
「
怪
異

の
見
え
る
風
景
」
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
唯
心
論

的
に
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
怪
異
・
妖
怪
伝
承

を
、
現
実
の
社
会
状
況
や
地
理
条
件
と
連
続
さ
せ

て
論
じ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
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ほ
か
の
共
同
研
究
者
も
、
横
山
泰
子
が
『
江

戸
歌
舞
伎
の
怪
談
と
化
け
物
』（
講
談
社
［
選
書

メ
チ
エ
］、
二
〇
〇
八
年
）、
堤
邦
彦
が
『
現
代
語

で
読
む
「
江
戸
怪
談
」
傑
作
選
』（
祥
伝
社
［
祥

伝
社
新
書
］、
二
〇
〇
八
年
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、

活
発
な
研
究
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

小
松
は
、
日
本
人
の
神
観
念
や
民
俗
宗
教
、
異

界
観
を
論
ず
る
過
程
に
お
い
て
怪
異
・
妖
怪
に
注

目
し
、
結
果
と
し
て
そ
れ
ら
が
人
文
科
学
の
対
象

と
し
て
論
じ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
う
し
た
小

松
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
は
、
総
合
的
な
人
間
科
学

研
究
と
し
て
の
姿
勢
を
色
濃
く
見
せ
る
。
小
松
は

「
妖
怪
」
概
念
を
「
出
来
事
と
し
て
の
妖
怪
（
現

象

－

妖
怪
）」「
超
自
然
的
存
在
と
し
て
の
妖
怪

（
存
在

－

妖
怪
）」「
造
形
化
さ
れ
た
妖
怪
（
造
形

－

妖
怪
）」
の
三
つ
の
意
味
領
域
に
分
け
て
定
義

す
る
。
①
「
出
来
事
と
し
て
の
妖
怪
」
は
、
山
中

で
怪
音
を
聞
い
た
、
怪
し
い
火
を
見
た
な
ど
の
、

直
接
体
験
と
し
て
の
怪
異
現
象
で
あ
る
。
そ
う
し

た
怪
異
体
験
が
語
り
継
が
れ
る
過
程
で
、
そ
の
よ

う
な
現
象
を
引
き
起
こ
す
「
超
自
然
的
な
何
か
」

の
存
在
が
名
付
け
ら
れ
る
（
②
「
超
自
然
的
存
在

と
し
て
の
妖
怪
」）。
そ
し
て
怪
異
現
象
が
「
名
付

け
」
ら
れ
て
、
一
個
の
妖
怪
存
在
と
し
て
認
識
さ

れ
、
絵
画
や
立
体
物
に
造
形
化
さ
れ
、
創
作
の
中

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

が
③
「
造
型
化
さ
れ
た
妖
怪
」
で
あ
る
。
現
象

－

妖
怪
、
存
在

－

妖
怪
、
造
形

－
妖
怪
の
３
つ
の
位

相
は
、
い
ず
れ
も
現
象
や
知
識
に
対
す
る
人
間
の

側
の
反
応
で
あ
る
。
小
松
の
怪
異
・
妖
怪
研
究

は
、「
妖
怪
」
を
実
体
的
に
扱
う
も
の
で
は
な
く
、

人
間
の
社
会
と
文
化
の
反
映
と
位
置
づ
け
る
研

究
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

小
松
和
彦
（
編
著
）『
図
解
雑
学　

日
本

の
妖
怪
』（
ナ
ツ
メ
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月
、

一
五
七
五
円
）
も
、
そ
う
し
た
妖
怪
観
に
沿
っ
て

編
集
さ
れ
た
、
妖
怪
研
究
の
平
易
な
入
門
書
で
あ

る
。
同
書
の
特
徴
は
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
と
い
っ

た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
で
得
た
興
味
か
ら

妖
怪
研
究
を
志
し
て
大
学
へ
進
学
し
、
民
俗
学
を

志
望
す
る
学
生
を
対
象
に
向
け
て
書
か
れ
た
点

に
あ
る
。
同
書
は
妖
怪
研
究
の
入
門
書
で
あ
る
と

同
時
に
、
文
学
・
歴
史
学
・
民
俗
学
の
若
い
書
き

手
た
ち
が
、
現
在
の
妖
怪
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
示
し
た
、
怪
異
・
妖
怪
研
究
の

ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

怪
異
・
妖
怪
研
究
の
も
う
ひ
と
つ
の
中
心
地
も

ま
た
近
畿
圏
に
存
在
す
る
（
３
）。

京
阪
神
の
歴
史
学
研

究
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
、
東
ア
ジ
ア
恠
異
学

会
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
会
は
二
〇
〇
一
年
の
結
成

以
来
、
歴
史
学
を
軸
に
、
国
文
学
・
地
理
学
・
民

俗
学
・
宗
教
学
等
の
多
分
野
か
ら
の
、
大
学
院
生

を
中
心
と
す
る
若
い
会
員
に
よ
る
学
際
的
な
議

論
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
学

会
の
編
集
に
よ
る
『
怪
異
学
の
技
法
』（
臨
川
書

院
、
二
〇
〇
三
年
）、『
亀
卜
―
歴
史
の
地
層
に

秘
め
ら
れ
た
う
ら
な
い
の
技
を
ほ
り
お
こ
す
―
』

（
臨
川
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
の
二
冊
を
世
に
問

う
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
は
そ
の
綱
領
に
（
１
）
東

ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
「
怪
異
」
の
あ
り
方
の

把
握
、（
２
）「
怪
異
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
歴
史

的
有
用
性
の
発
見
と
解
読
、（
３
）「
怪
異
」
現
象

と
し
て
表
れ
る
表
象
文
化
の
解
読
、（
４
）
前
近

代
王
権
論
を
読
み
解
く
方
法
論
的
ツ
ー
ル
と
し

て
の
「
怪
異
」
の
位
置
づ
け
、
を
挙
げ
る
。
こ
の

綱
領
に
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会

は
「
怪
異
」
を
没
歴
史
的
な
現
象
と
し
て
分
析
・
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記
述
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
を

批
判
し
、
前
近
代
史
料
の
中
の
「
怪
異
」
を
一
般

的
な
不
思
議
な
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
特
定
の
時
代
に
記
さ
れ
た
歴
史
用
語
と
し

て
認
識
し
、
そ
の
史
料
が
記
述
さ
れ
た
時
代
状
況

と
社
会
情
勢
に
鑑
み
て
定
位
す
る
、
時
系
列
的
な

ま
な
ざ
し
の
意
義
を
強
調
す
る
。
同
会
が
近
代
以

降
に
通
俗
語
・
学
術
用
語
と
し
て
成
立
し
た
「
妖

怪
」
を
退
け
、
史
書
の
用
字
で
あ
る
「
恠
異
」
を

名
乗
る
の
も
、
そ
う
し
た
意
識
の
表
れ
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
、
歴
史
用
語
と
し
て
の
「
恠
異
」

は
、
前
近
代
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
「
王

権
」
の
あ
り
か
た
を
読
み
解
く
方
法
論
的
ツ
ー

ル
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
同
会
は
指
摘

す
る
。
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
三
冊
目
の
論
文

集
と
な
る
『
怪
異
学
の
可
能
性
』（
角
川
書
店
、

二
〇
〇
九
年
三
月
、
三
一
五
〇
円
）
は
、
こ
の
怪

異
と
前
近
代
王
権
の
関
わ
り
に
主
眼
が
お
か
れ

た
論
集
と
な
っ
て
い
る
。

　

恠
異
学
会
の
王
権
論
は
、
怪
異
の
解
釈
の
主
体

を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
国
家

が
陰
陽
道
な
ど
の
高
度
な
知
識
の
体
系
を
用
い

て
「
恠
異
」
を
独
占
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
民

衆
の
霊
的
な
生
活
を
秩
序
立
て
、
文
化
的
な
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
を
確
立
し
て
き
た
。
し
か
し
中
世
に
な
る

と
王
権
が
霊
的
秩
序
を
与
え
る
権
勢
を
喪
失
し
、

室
町
以
降
怪
異
は
世
俗
化
し
て
い
っ
た
と
い
う

筋
道
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
前
近
代
王
権
論
と
し
て
の
怪
異
研

究
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、
榎
村
寛
之
の
一
連

の
仕
事
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
榎
村
寛
之
『
古

代
の
都
と
神
々
―
怪
異
を
吸
い
取
る
神
社
―
』

（
吉
川
弘
文
館
［
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
］、

二
〇
〇
八
年
）
で
は
榎
村
は
、
清
浄
な
場
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
神
社
が
、
古
代
に
お
い
て
は

怪
異
の
収
納
の
場
所
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た

こ
と
を
大
胆
に
指
摘
す
る
。

　

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
は
日
本
で
唯
一
の
怪
談

専
門
誌
を
名
乗
る
雑
誌
『
幽
』
へ
の
コ
ラ
ム
連
載

な
ど
、
学
術
の
枠
を
乗
り
越
え
て
、
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
る
。

三　

怪
談
研
究
、
東
へ

　
　

―
オ
カ
ル
ト
研
究
会
と
東
雅
夫
―

　

近
畿
圏
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
は
民
俗
学
・
人
類

学
・
歴
史
学
と
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
関

東
圏
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
は
文
学
研
究
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
近
代
文
学
研
究
の

一
柳
廣
孝
・
吉
田
司
雄
を
中
心
と
し
た
有
志
の
集

い
、
通
称
「
オ
カ
ル
ト
研
究
会
」
は
、
近
代
の

心
霊
科
学
や
戦
後
の
オ
カ
ル
ト
、
現
代
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
ど
の
流
行
が
ど
の
よ
う
に
発
生

し
、
そ
れ
が
近
現
代
日
本
人
の
社
会
文
化
や
思
考

の
枠
組
み
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
、

文
学
・
社
会
学
・
宗
教
学
・
民
俗
学
の
研
究
者

が
各
分
野
の
知
見
を
持
ち
寄
っ
て
論
じ
て
い
る
。

そ
の
成
果
は
一
柳
・
吉
田
の
編
集
に
よ
る
青
弓

社
「
ナ
イ
ト
メ
ア
叢
書
」（『
ホ
ラ
ー
・
ジ
ャ
パ
ネ

ス
ク
の
現
在
』
二
〇
〇
五
年
、『
幻
想
文
学
、
近

代
の
魔
界
へ
』
二
〇
〇
六
年
、『
妖
怪
は
繁
殖
す

る
』
二
〇
〇
六
年
、『
映
画
の
恐
怖
』
二
〇
〇
七

年
、『
霊
は
ど
こ
に
い
る
の
か
』
二
〇
〇
七
年
、

『
女
は
変
身
す
る
』
二
〇
〇
八
年
、
い
ず
れ
も
青

弓
社
）
や
、
論
集
『
オ
カ
ル
ト
の
帝
国
』（
一
柳

編
著
、
同
前
、
二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

　

オ
カ
ル
ト
研
究
会
二
冊
目
の
論
集
で
あ
る

吉
田
司
雄
（
編
著
）『
オ
カ
ル
ト
の
惑
星
』（
同
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前
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、
二
一
〇
〇
円
）
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
を
論
じ
た

前
著
に
続
き
、
一
九
八
〇
年
代
・
九
〇
年
代
の
ポ

ス
ト
・
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
と
、
一
九
六
〇
年
代
の

オ
カ
ル
ト
前
史
を
論
じ
る
。
具
体
例
と
し
て
前
者

は
邪
馬
台
国
論
争
と
超
古
代
史
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇

宙
考
古
学
、
シ
ャ
ン
バ
ラ
や
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
に

代
表
さ
れ
る
精
神
世
界
の
ブ
ー
ム
を
、
後
者
は

〈
秘
境
〉
ブ
ー
ム
と
学
術
探
検
を
例
に
挙
げ
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
の
っ
て
日

常
化
し
、
娯
楽
と
し
て
消
費
さ
れ
る
情
報
と
な
っ

た
こ
う
し
た
オ
カ
ル
ト
の
知
識
は
、
一
九
八
〇
年

代
以
降
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
オ
カ
ル
ト
知
識
的
を
基

と
し
た
思
考
の
枠
組
み
は
、
現
在
の
世
間
話
や
都

市
伝
説
を
通
底
し
、
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
オ
カ
ル
ト
的
な
知
識
の
再
生
産
に

大
き
く
寄
与
す
る
分
野
の
ひ
と
つ
に
、
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
が
あ
る
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
は
青
少
年
向
け

に
発
売
さ
れ
る
娯
楽
小
説
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

る
が
、
特
定
の
レ
ー
ベ
ル
（
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文

庫
、
電
撃
文
庫
、
な
ど
）
に
よ
る
出
版
形
態
と
、

ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
表
現
と
共
通
性
を
強
く
持
つ

こ
と
、
文
学
的
で
あ
る
よ
り
も
商
業
的
な
性
格
が

強
く
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
志
向
す
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
現
代

文
学
・
児
童
文
学
研
究
の
う
ち
で
等
閑
視
さ
れ
て

き
た
が
、
一
柳
廣
孝
・
久
米
依
子
（
編
著
）『
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
序
説
』（
青
弓
社
、
二
〇
〇
九

年
四
月
、
二
一
〇
〇
円
）
が
、
こ
の
分
野
に
切
り

込
ん
だ
。
同
書
は
序
説
と
銘
打
つ
よ
う
に
、
個
々

の
論
は
未
だ
端
緒
に
着
い
た
ば
か
り
と
い
う
感

が
否
め
な
い
が
、
文
学
研
究
の
視
座
か
ら
作
品

論
・
作
家
論
を
展
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、
商
品
と

し
て
の
本
の
作
ら
れ
方
・
売
ら
れ
方
（
装
丁
・
挿

絵
・
販
売
・
編
集
・
宣
伝
）
ま
で
を
も
文
学
研
究

の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
野
心
的
な
試
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ

ム
を
対
象
の
一
部
と
し
て
受
け
止
め
、
考
察
し
分

析
す
る
手
つ
き
は
、「
民
話
の
語
り
部
」
や
口
承

文
芸
の
商
業
化
、
伝
説
・
昔
話
の
観
光
化
と
向
き

合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
い
ま
・
こ
こ
の
わ
れ

わ
れ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
だ
。

　

怪
異
・
妖
怪
研
究
に
戻
る
。
オ
カ
ル
ト
研
究

会
の
参
加
者
で
も
あ
る
谷
口
基
は
二
〇
〇
九
年
、

『
戦
前
戦
後
異
端
文
学
論
』（
新
典
社
）、『
怪
談
異

譚
』（
水
声
社
）
の
二
冊
を
続
け
て
世
に
問
う
た
。

前
者
の
都
市
伝
説
へ
の
視
座
、
後
者
の
現
代
民
話

の
「
平
和
教
材
と
し
て
の
怪
談
」
へ
の
指
摘
は
注

目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
怪
異
・
妖
怪
研
究
に
お
い
て
近
年
、
文

芸
評
論
家
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ス
ト
の
東
雅
夫
の
活

動
が
め
ざ
ま
し
い
。
評
論
誌
『
幻
想
文
学
』
の
編

集
長
を
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
務
め
、
現
在
は
先
に

触
れ
た
怪
談
専
門
雑
誌
『
幽
』
の
編
集
長
を
務
め

る
東
は
、『
江
戸
東
京
怪
談
文
学
散
歩
』（
角
川
学

芸
出
版
［
角
川
選
書
］
二
〇
〇
八
年
）、『
怪
談
文

芸
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、

二
〇
〇
九
年
）、『
日
本
幻
想
作
家
事
典
』（
石
堂

藍
と
共
編
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
）
等
の

著
作
で
近
現
代
文
学
を
「
怪
談
」
と
い
う
視
座
か

ら
整
理
し
、
新
た
な
日
本
文
学
史
を
描
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

東
が
近
年
手
が
け
る
「
文
豪
怪
談
傑
作
選
」
シ

リ
ー
ズ
（
筑
摩
書
房
［
ち
く
ま
文
庫
］）
は
、
こ

れ
ま
で
近
代
文
学
の
至
宝
と
し
て
読
ま
れ
て
き

た
文
豪
の
作
品
を
、
大
胆
に
も
「
怪
談
」
と
し

て
読
み
な
お
す
と
い
う
視
角
か
ら
編
ま
れ
て
い

る
。
川
端
康
成
や
森
鴎
外
、
太
宰
治
、
三
島
由
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紀
夫
ら
に
加
え
、
柳
田
國
男
、
折
口
信
夫
の
論

文
・
随
筆
も
「
怪
談
」
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ

て
い
る
（『
文
豪
怪
談
傑
作
選　

柳
田
國
男
集
』

二
〇
〇
七
年
、『
文
豪
怪
談
傑
作
選　

折
口
信
夫

集
』
二
〇
〇
九
年
）。
明
治
の
知
識
人
層
の
怪
談

趣
味
を
考
え
る
と
き
、
こ
う
し
た
試
み
は
柳
田
・

折
口
の
読
み
に
新
た
な
局
面
を
付
け
加
え
る
も

の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
の
「
怪
談
」
に

注
目
し
た
仕
事
と
し
て
は
、
一
柳
廣
孝
・
近
藤
瑞

木
（
編
）『
幕
末
明
治
百
物
語
』（
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
九
年
）
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
近
現
代
文
学
研
究
に
お
け

る
怪
異
の
表
象
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
述
べ

る
べ
き
点
が
多
い
。
清
水
潤
「
研
究
動
向　

ホ

ラ
ー
」『
昭
和
文
学
研
究
』
五
九
（
昭
和
文
学
会
、

二
〇
〇
九
年
）
が
多
く
の
論
点
を
鮮
や
か
に
整
理

し
て
お
り
、
現
状
を
把
握
す
る
参
考
に
な
る
。

四　

こ
の
世
に
は
不
思
議
な
こ
と
な
ど
何
も
な
い

　
　

―
京
極
夏
彦
『
妖
怪
の
理　

妖
怪
の
檻
』
―

　

日
文
研
・
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
・
オ
カ
ル
ト
研

究
会
・
東
雅
夫
を
中
心
に
、
怪
異
・
妖
怪
研
究
の

現
状
を
整
理
し
た
。
実
は
こ
う
し
た
研
究
の
現
状

を
伏
流
水
の
よ
う
に
繋
ぐ
人
と
本
が
あ
る
。
そ
の

人
物
と
は
京
極
夏
彦
、
そ
の
本
と
は
京
極
の
『
妖

怪
の
理
こ
と
わ
り

　

妖
怪
の
檻
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
七

年
九
月
、
一
八
九
〇
円
）
で
あ
る
。

　

京
極
は
『
姑
獲
鳥
の
夏
』
を
皮
切
り
に
、
妖
怪

を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
シ
リ
ー
ズ
を

世
に
送
り
出
し
た
、
い
わ
ず
と
知
れ
た
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
作
家
で
あ
る
。
ま
た
水
木
し
げ
る
を
師
と
仰

ぐ
「
関
東
水
木
会
」
で
は
水
木
の
妖
怪
作
品
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
り
、
世
界
妖
怪
協
会
評
議
員

と
し
て
は
雑
誌
『
怪
』（
角
川
書
店
）
に
、「
怪
談

之
怪
」
発
起
人
と
し
て
は
雑
誌
『
幽
』
に
協
力
す

る
な
ど
、
ま
さ
に
妖
界
の
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
い
え
る
。
と
同
時
に
、
日
文
研
の
共
同
研
究
や

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
に
参
加
し
成
果
報
告
書
に

寄
稿
す
る
な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
外
の
妖
怪
研
究

者
と
し
て
も
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

京
極
の
『
妖
怪
の
理
、
妖
怪
の
檻
』
は
雑
誌

『
怪
』
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
現
在
一
般
に

〈
妖
怪
〉
と
し
て
想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
「
通

俗
的
妖
怪
概
念
」
と
名
づ
け
、
そ
の
成
立
を
丹
念

に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
前
半
は
、
井
上

円
了
・
柳
田
國
男
・
江
馬
務
・
藤
澤
衛
彦
の
妖
怪

研
究
の
特
質
と
差
異
を
周
到
に
論
じ
、
妖
怪
研
究

の
学
史
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
後
半
部

は
「
通
俗
的
妖
怪
概
念
」
に
つ
い
て
、「
夜
道
で

行
く
手
を
阻
ま
れ
る
」
な
ど
の
「
コ
ト
」
で
あ
っ

た
怪
異
現
象
が
、「
ぬ
り
か
べ
」
な
ど
と
「
名
付

け
」
ら
れ
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
そ
の
怪
異
を
起

こ
す
「
モ
ノ
（
＝
妖
怪
）」
が
存
在
す
る
か
の
よ

う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
存
在
＝
妖
怪

が
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
」
さ
れ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
広
め
ら
れ
る
こ
と
で
成
立
し
た
、
と
整

理
す
る
。
そ
う
し
て
戦
後
、
妖
怪
の
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
化
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
で
の
イ
メ
ー
ジ
の

普
及
」
を
推
し
進
め
た
の
が
、『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎
』
を
中
心
と
す
る
水
木
し
げ
る
の
妖
怪
マ
ン
ガ

作
品
で
あ
っ
た
、
と
論
じ
る
。
同
書
は
、
学
問
と

世
間
と
で
か
な
り
の
隔
た
り
の
あ
る
、
学
術
用
語

と
し
て
の
「
怪
異
・
妖
怪
」
と
「
通
俗
的
妖
怪
概

念
」
の
断
絶
の
淵
源
を
探
り
、
そ
の
架
橋
を
図
っ

た
意
欲
的
な
著
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

怪
異
・
妖
怪
現
象
の
よ
う
な
、
元
来
個
人
の
内

奥
や
限
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
み
通
用
し

て
い
た
は
ず
の
経
験
が
、
名
付
け
に
よ
っ
て
体
験
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の
レ
ベ
ル
か
ら
語
り
の
レ
ベ
ル
に
乖
離
し
、
さ
ら

に
図
像
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
増
幅
す
る
と
い
う
京
極
の
論

は
、「
語
り
の
形
成
」
の
点
か
ら
も
注
目
に
値
す

る
。
ま
た
妖
怪
を
「
モ
ノ
化
す
る
コ
ト
」
と
ま
と

め
た
視
点
は
、
小
松
の
妖
怪
文
化
研
究
や
、
山
田

厳
子
の
「
名
付
け
」
へ
の
ま
な
ざ
し
と
も
通
底
す

る（
４
）。

こ
う
し
た
知
見
は
、
昔
話
や
伝
説
の
成
立
＝

変
容
の
分
析
に
も
新
た
な
視
座
を
あ
た
え
う
る

の
で
は
な
い
か
。

　

だ
が
同
書
は
、
そ
う
し
た
刺
激
的
な
論
点
と
豊

富
な
資
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
連
学
会
誌
で

目
だ
っ
た
書
評
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
発
表
誌
が

『
怪
』
と
い
う
妖
怪
フ
ァ
ン
向
け
の
雑
誌
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
京
極
の
小
説
と
同
じ
一
般
向
け
の
文

芸
書
レ
ー
ベ
ル
か
ら
の
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

研
究
者
が
本
書
の
価
値
を
見
落
と
し
た
一
つ
の

理
由
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
京
極
の
作
家
と
し

て
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
も
、
研
究
と
い
う
領
域
で
は

か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
働
き
か
ね
な
い
。
だ
が
同

書
は
、
そ
う
し
た
『
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
理　

ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
の
檻
』
を
越
え
て
、
怪
異
・
妖
怪
研
究

の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
一
書
と
い
え
る
。

五　

怪
異
・
妖
怪
研
究
の
資
料
的
困
難

　
　

―
『
明
治
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料
集
成
』
―

　

以
上
述
べ
て
き
た
怪
異
・
妖
怪
研
究
に
お
け
る

大
き
な
困
難
は
、
そ
う
し
た
領
域
が
長
ら
く
研
究

対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
信
頼
で

き
る
近
過
去
の
一
次
資
料
に
乏
し
く
、
娯
楽
的
・

創
作
的
な
怪
談
資
料
や
マ
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
報
じ
た
興
味
本
位
の
資
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
う
し
た
資
料
は
新
聞

や
雑
誌
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
め
に
、
膨
大
で

体
系
化
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
資
料
調
査
も
大
宅

壮
一
文
庫
の
目
録
を
手
当
た
り
次
第
に
見
る
な

ど
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
資
料
の
収
集
が
困
難
と
な
る
と
、
い
き
お
い

資
料
批
判
も
十
分
と
は
い
え
な
く
な
る
。

　

こ
う
し
た
怪
異
・
妖
怪
資
料
の
量
的
な
困
難

に
個
人
で
挑
戦
し
た
労
作
が
、
湯
本
豪
一
『
明

治
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
九
年
一
月
、
四
七
二
五
〇
円
）
で
あ
る
。

同
書
は
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
新
聞
博
物
館
所

蔵
の
邦
字
新
聞
か
ら
、
明
治
年
間
の
怪
異
・
妖
怪

記
事
を
抽
出
し
、
影
印
翻
刻
を
し
た
、
Ａ
４
版
・

本
文
一
二
八
六
頁
（
＋
記
事
内
容
一
覧
六
八
頁
）

の
大
著
で
あ
る
。

　

湯
本
は
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
先
に

触
れ
た
「
妖
怪
展
」
や
「
日
本
の
幻
獣
」
展
を
開

催
し
た
学
芸
員
で
あ
り
、
明
治
期
の
怪
異
・
妖
怪

記
事
を
解
説
し
た
『
明
治
妖
怪
新
聞
』（
柏
書
房
、

一
九
九
九
年
）、『
地
方
発
明
治
妖
怪
ニ
ュ
ー
ス
』

（
同
、
二
〇
〇
一
年
）
の
著
書
が
あ
る
。
湯
本
の

著
作
は
、
怪
異
・
妖
怪
記
事
の
集
成
と
資
料
批

判
は
困
難
で
は
あ
っ
て
も
不
可
能
で
は
な
い
こ

と
、
ま
だ
十
分
に
参
照
さ
れ
て
い
な
い
資
料
に
多

く
の
論
点
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

『
明
治
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料
集
成
』
の
開
い
て

く
れ
る
地
平
に
応
え
て
そ
の
膨
大
な
資
料
を
き

ち
ん
と
論
じ
、
さ
ら
に
新
た
な
資
料
を
付
け
加
え

て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、
怪
異
・
妖
怪
研
究
の
今

後
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
。

　

付
け
加
え
れ
ば
、
上
記
の
怪
異
・
妖
怪
論
は
、

人
間
の
死
後
の
（
稀
に
生
者
の
）
霊
魂
の
発
現

で
あ
る
「
幽
霊
」
を
も
怪
異
・
妖
怪
に
含
ん
で

考
察
し
て
い
る
点
で
は
み
な
共
通
す
る
。
そ
う
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し
た
「
幽
霊
」
の
と
ら
え
方
を
問
い
直
し
た
の

が
、
大
島
清
昭
『
現
代
幽
霊
論
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
五
一
四
五
円
）
で
あ
る
。

大
島
は
「
幽
霊
」
を
「
妖
怪
」
と
は
異
な
る
関
心

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
民
俗
学
が

培
っ
て
き
た
霊
魂
観
の
研
究
を
基
礎
と
し
、
心
霊

科
学
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、
学
校
の
怪
談
や

都
市
伝
説
ま
で
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
「
幽
霊
」
を

論
じ
て
い
る
。

　

大
島
は
人
間
の
霊
魂
の
出
現
形
態
を
生
霊
／

死
霊
／
境
界
例
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
可
視
／

不
可
視
の
軸
で
分
類
し
、
得
ら
れ
た
１
５
の
カ

テ
ゴ
リ
を
「
霊
魂
チ
ャ
ー
ト
」
と
し
て
ま
と
め

る
。
こ
の
チ
ャ
ー
ト
は
現
代
の
幽
霊
の
事
例
を
分

類
す
る
の
に
便
利
で
あ
り
、
現
代
人
が
持
つ
「
幽

霊
」
の
心
意
の
研
究
へ
の
足
が
か
り
と
な
り
う
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
島
の
論
は
事
例
の
カ
テ

ゴ
ラ
イ
ズ
に
終
始
し
、
現
代
の
幽
霊
が
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
出
現
の
形
態
を
取
る
の
か
に
つ
い
て
触

れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
幽
霊
を
怪
異
・
妖
怪
研

究
か
ら
独
立
さ
せ
て
論
じ
る
説
得
性
に
欠
け
る
。

　

幽
霊
の
研
究
が
怪
異
・
妖
怪
研
究
の
う
ち
で
も

進
ま
な
い
の
も
、
幽
霊
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
文
脈

で
娯
楽
的
な
扱
わ
れ
方
を
さ
れ
続
け
て
い
る
こ

と
と
関
連
が
あ
る
は
ず
だ
。
研
究
者
は
毎
夏
生
み

出
さ
れ
る
、
そ
の
キ
ワ
モ
ノ
的
で
暴
力
的
な
量
の

資
料
を
前
に
、「
幽
霊
」
を
包
括
的
に
論
じ
る
こ

と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
湯
本
の
著
作
が
明
治
期
の
膨
大
な
新

聞
資
料
の
通
覧
を
可
能
と
し
た
よ
う
に
、
幽
霊
資

料
も
ま
た
、
膨
大
で
は
あ
っ
て
も
有
限
で
あ
る
。

口
承
文
芸
・
民
話
研
究
者
を
軸
と
す
る
、
不
思
議

な
世
界
を
考
え
る
会
（
編
集
・
発
行
）『
不
思
議

な
世
界
を
考
え
る
？
会
会
報
』
に
は
、
週
刊
誌
目

次
よ
り
心
霊
・
オ
カ
ル
ト
・
都
市
伝
説
等
の
記
事

を
通
覧
し
た
、
渡
辺
節
子
「
雑
誌
、
週
刊
誌
に
見

る
不
思
議
な
話
・
変
な
話
」
が
年
に
一
度
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
貴
重
な
仕
事
か
ら
、
現
代

の
幽
霊
譚
の
基
礎
資
料
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
。
真
の
現
代
幽
霊
論
は
、
こ
う

し
た
地
道
な
資
料
の
整
備
を
基
に
し
た
比
較
に

よ
っ
て
の
み
、
確
立
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
近
年
の
怪
異
・
妖
怪
研
究
の
状
況
を
概

説
し
た
。
こ
の
分
野
の
本
格
的
な
研
究
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
い
え
る
。
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〇
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